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活
動
増
え
る
法
人
後
見
・
市
民
後
見
人

　
成
年
後
見
制
度
の
申
立
件
数

は
平
成
24
年
以
降
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
一
方
で
、「
市
区
町

村
長
」に
よ
る
申
し
立
て
や「
本

人
」
に
よ
る
申
し
立
て
が
近
年

増
加
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
利
用
３
７
３
２
件

　

制
度
利
用
者
数
は
、
全
国
で

19
万
１
３
３
５
件
（
平
成
27
年

12
月
末
日
時
点
）、
新
潟
県
で

３
７
３
２
件
（
平
成
28
年
５
月

末
日
時
点
）
と
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
全
国
、
新
潟
県
と

も
に
制
度
利
用
者
の
約
80
％
が

後
見
類
型
と
な
っ
て
お
り
、
保

佐
類
型
や
補
助
類
型
、
任
意
後

見
制
度
の
利
用
が
低
調
な
状
況

に
あ
り
ま
す
＝
グ
ラ
フ
１
＝
。

　
実
際
に
成
年
後
見
人
な
ど
に

就
任
す
る
人
は
、
全
国
、
新
潟

県
と
も
に
以
前
は
子
ど
も
や
兄

弟
姉
妹
な
ど
の
「
親
族
」
が
就

任
す
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
も
の
が
、
最
近
で
は
弁

護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉

士
な
ど
専
門
知
識
を
有
し
た

「
第
三
者
」
が
就
任
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
で
は
親
族
後
見
人
が
選

ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
全
体
の
約

30
％
な
の
に
対
し
、
第
三
者
後

見
人
が
選
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
約

70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
＝
グ
ラ

フ
２
＝
。

進
む
市
民
後
見
人
養
成

　
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
需

要
は
今
後
も
増
す
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
第
三
者
後
見
人
の
主
た

る
担
い
手
で
あ
っ
た
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど

に
加
え
、
近
年
、「
法
人
後
見
」

や
「
市
民
後
見
人
」
が
活
動
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
内
で
は
、
平
成
21
年

度
に
そ
の
先
駆
け
と
し
て
燕
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組

み
、
以
降
、
柏
崎
市
、
上
越
市
、

佐
渡
市
、
新
潟
市
、
魚
沼
市
、

阿
賀
町
、新
発
田
市
、湯
沢
町
、

刈
羽
村
、
十
日
町
市
の
社
協
が

法
人
後
見
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
（
平
成
29
年
３
月
末
時
点
）。

　
ま
た
、
市
民
後
見
人
を
養
成

す
る
市
町
村
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
に
県
内
で

初
め
て
市
民
後
見
人
養
成
研
修

を
開
講
し
た
新
潟
市
を
は
じ

め
、
佐
渡
市
、
柏
崎
市
、
糸
魚

川
市
、
阿
賀
町
で
そ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
法
人
後
見
や
市

民
後
見
人
養
成
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
市
町
村
は
多
く
あ

巻頭
特集 成年後見制度利用促進へ体制整備

　平成 12年に成年後見制度が始まり、17年が経過しました。高齢化
の進展や認知症高齢者の増加、知的・精神障害者の地域生活移行が進
む中で、成年後見制度の利用や普及は着実に広がっています。
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◆グラフ１：成年後見制度の利用者数（新潟）

※新潟県社協実施「成年後見制度に関する実態把握調査結果」より
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◆グラフ２：成年後見人等と本人との関係（新潟）

※新潟県社協実施「成年後見制度に関する実態把握調査結果」より
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り
、
県
内
全
体
と
し
て
成
年
後

見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
た

体
制
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

基
本
計
画
を
閣
議
決
定

　
政
府
は
３
月
24
日
、
成
年
後

見
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進

に
向
け
て
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
」
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で

き
る
制
度
・
運
用
の
改
善
②
権

利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
＝
図
表
＝
③

不
正
防
止
の
徹
底
と
利
用
し
や

す
さ
と
の
調
和
―
の
３
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
各
施
策
に
つ

い
て
は
、今
後
概
ね
５
年
間（
平

成
29
～
33
年
度
）
で
段
階
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
各
市
町
村

で
も
同
計
画
を
勘
案
し
て
市
町

村
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
＝
工
程
表
＝
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と

一
体
的
な
運
用
図
る

　
新
潟
県
社
協
で
は
、
平
成
11

年
10
月
か
ら
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
を
対
象
に
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金

銭
管
理
な
ど
を
行
う
「
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
基

幹
的
社
協
で
あ
る
県
内
８
社
協

（
注
１
）
を
中
心
に
事
業
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
か

ら
は
更
に
６
社
協
（
注
２
）
が

単
独
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後

も
、
各
市
町
村
で
成
年
後
見
制

度
と
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

が
一
体
的
に
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
県
及
び
市
町
村
行
政
、
市

町
村
社
協
、
家
庭
裁
判
所
、
司

法
専
門
職
、
福
祉
・
医
療
専
門

職
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
体
制

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地域連携ネットワークのイメージ

成年後見制度利用促進基本計画の工程表

協議会 地域包括支援
センター

社会福祉協議会

民生委員・自治会等
地域関係団体

民間団体・NPO等

医療・福祉関係団体

金融機関

弁護士会・司法書士会・
社会福祉士会等

チーム チーム

本人
（認知症高齢者）

本人
（障害者）

後見人等 後見人等

介護
サービス
事業者

障害福祉
サービス
事業者

医療機関 医療機関
ケアマネジャー 相談支援専門員

中核機関 市町村

家庭裁判所

都道府県
・相談対応
・チームの支援
・協議会の開催
・家裁との連携
・後見人受任者調整等の支援　等

《地域連携ネットワークの役割》
▶権利擁護支援の必要な人の発見・支援
▶早期の段階からの相談・対応体制の整備
▶�意思決定支援・身上保護を重視した成年後見制
度の運用に資する支援体制の構築

《地域連携ネットワークの機能》
・広報機能、相談機能、利用促進機能、後見人
� 支援機能、不正防止効果

※内閣府ホームページより

※内閣府ホームページより

施策の進捗状況については、随時、国において把握・評価し、必要な対応を検討する。
※基本計画の中間年度である平成 31年度においては、各施策の進捗状況を踏まえ、個別の課題の整理・検討を行う。

連携・支援直営又は委託

29年度 30年度 31年度※ 32年度 33年度
Ⅰ 制度の周知

Ⅱ 市町村計画の策定

Ⅲ
利用者がメリットを実感できる制度の運用
・�適切な後見人等の選任のための検討の促進
・診断書の在り方等の検討
・�高齢者と障害者の特性に応じた意思決定支援の在り
方についての指針の策定等の検討、成果の共有等

Ⅳ
地域連携ネットワークづくり
・市町村による中核機関の設置
・�地域連携ネットワークの整備に向けた取組の推進

Ⅴ
不正防止の徹底と利用しやすさの調和
・�金融機関における預貯金等管理に係る自主的な取組
のための検討の促進等
・�取組の検討状況等を踏まえたより効率的な不正防止
の在り方の検討

Ⅵ 成年被後見人等の医療・介護等に係る意思決定が困難
な人への支援等の検討

Ⅶ 成年被後見人等の権利制限の措置の見直し

パンフレット、ポスターなどによる制度周知

国の計画の周知、市町村計画の策定働きかけ、策定状況のフォローアップ

適切な後見人等の選任のための検討の促進

金融機関における自主的取組のための検討の促進

診断書の在り方等の検討

専門職団体等による自主的な取組の促進

新たな運用等の開始、
運用状況のフォローアップ

取組の検討状況・地域連携ネットワークにおける不正防止
効果を踏まえたより効率的な不定防止の在り方の検討

医療・介護等の現場において関係者が対応を
行う際に参考となる考え方の整理

成年被後見人等の権利制限の措置について法制上の措置等
目途：平成 31年５月まで

参考となる考え方の周知、活用状況を踏まえた改善

相談体制・地域連携ネットワーク構築支援
（各地域の取組例の収集・紹介、試行的な取組への支援等） 相談体制の強化、地域連携ネットワークの更なる構築

意思決定支援の在り方についての指針の策定等の検討、成果の共有等

中核機関の設置・運営、地域連携ネットワークの整備

　
注
１　
長
岡
市
、
上
越
市
、
三
条
市
、
新
発
田

市
、
十
日
町
市
、
佐
渡
市
、
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市

　
注
２　
小
千
谷
市
、
村
上
市
、
阿
賀
野
市
、
出

雲
崎
町
、
湯
沢
町
、
刈
羽
村
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

竹
内
希
六
会
長
が
３
月
14
日
、

長
岡
市
（
旧
栃
尾
市
）
で
保
育

と
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
す

る
社
会
福
祉
法
人
「
芳
香
稚
草

園
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
中
核

と
な
る
保
育
園「
芳
香
稚
草
園
」

園
長
で
法
人
の
施
設
総
括
業
務

執
行
理
事
の
佐
藤
義
尚
さ
ん
と

運
営
の
基
本
的
考
え
や
保
育
を

取
り
巻
く
課

題
、
地
域
で

の
役
割
に
つ

い
て
意
見
を

交
わ
す
と
と

も
に
、
園
児

と
楽
し
い
給

食
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
同

法
人
は
見
附

市
で
も
保
育
園
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

開
園
91
年
を
迎
え
た
芳
香
稚

草
園
は
寺
院
を
母
体
と
し
、
基

本
理
念
は「
生
命
尊
重
と
感
謝
」。

園
内
に
は
「
も
っ
と
素
直
に
な

れ
た
ら
い
い
な　

も
っ
と
感
謝

が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
い
う

保
育
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
佐
藤
園
長
は
「
子
ど
も
の

う
ち
に
伝
え
た
い
。
子
ど
も
を

通
し
て
親
に
も
伝
わ
っ
て
ほ
し

い
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

園
の
特
徴
は
、
ま
ず
防
災
・

安
全
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
毎
月
の
行
事
予
定

表
に
は
必
ず
防
犯
訓
練
と
避
難

訓
練
が
記
さ
れ
、
園
児
も
真
剣

に
繰
り
返
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
園
舎
中
央
部
は
吹
き
抜
け

で
、
危
険
を
伝
え
る
生
の
声
が

行
き
渡
る
よ
う
考
え
ら
れ 

、

園
児
１
３
０
人
の
元
気
で
に
ぎ

や
か
な
声
が
、
毎
日
こ
こ
に
響

い
て
い
ま
す
。

　

次
に
家
庭
保
育
の
延
長
と
の

考
え
か
ら
、
園
内
の
ド
ア
や
壁

は
家
庭
と
同
じ
色
調
で
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
便
器

は
白
色
で
統
一
、
体
調
の
変
化

が
分
か
り
や
す
い
配
慮
も
。
ま

た
、
本
物
の
リ
ズ
ム
に
触
れ
て

ほ
し
い
と
、
プ

ロ
奏
者
に
和
太

鼓
の
バ
チ
さ
ば

き
を
学
び
、
礼

儀
作
法
を
身
に

付
け
よ
う
と
、

日
本
舞
踊
と
茶

道
も
本
格
的
に

取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

他
方
、
地
域

と
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
ま

す
。
元
来
お
寺

は
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
し

た
。
保
育
園
か
ら
ほ
ど
近
く
総

合
的
に
子
育
て
を
応
援
す
る
施

設
「
豊
愛
子
ど
も
の
森
」
で
は
、

保
護
者
の
交
流
を
図
り
、
相
談

に
乗
り
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が
子

育
て
支
援
員
の
資
格
を
取
得
、

小
学
１
〜
６
年
生
を
対
象
と
し

た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
設
け

ら
れ
、
ス
ー
パ
ー
跡
地
を
活
用

し
た
広
い
ス
ペ
ー
ス
は
子
ど
も

た
ち
の
絶
好
の
居
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
共
働
き
家
庭
に
は

心
強
い
一
時
保
育
や
病
後
児
保

育
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
医

　

芳
香
稚
草
園
（
ほ
う
こ
う
ち
そ
う
え
ん
）　

１
９
２
６

（
大
正
15
）
年
に
開
園
し
た
長
岡
市
（
旧
栃
尾
市
）
の
保

育
園
。
大
水
害
で
被
災
し
た
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
法
人

の
母
体
で
あ
る
真
言
宗
・
宝
光
院
本
堂
で
預
か
っ
た
こ
と

が
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
同
園
の
ほ
か
に
、
同
市
の
総

合
子
育
て
支
援
施
設
「
豊
愛
子
ど
も
の
森
」
と
見
附
市
の

「
わ
か
く
さ
中
央
保
育
園
」
を
運
営
。「
子
ど
も
の
森
」
に

は
子
育
て
支
援
の
「
た
け
の
こ
ル
ー
ム
」
と
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
「
お
は
な
ば
た
け
」、病
後
児
保
育
「
森
の
こ
か
げ
」

が
設
け
ら
れ
、
一
時
保
育
に
も
対
応
し
て
い
る
。

給食中の園児に話しかける佐藤園長（左）と竹内会長（未満児クラス）

給食準備中のひととき。「幾つに見える」「42歳！」。
竹内会長と園児の楽しい会話が続く（５歳児クラス）

竹
内
・
県
社
協
会
長　

芳
香
稚
草
園
を
訪
問

竹
内
・
県
社
協
会
長　

芳
香
稚
草
園
を
訪
問

見
え
る
化
推
進
に
一
層
期
待

見
え
る
化
推
進
に
一
層
期
待
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療
機
関
や
隣
接
の
Ｊ
Ａ
な
ど
地

域
の
協
力
も
得
な
が
ら
の
取
り

組
み
で
す
。

　

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
保
育
士
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
大
好

評
で
す
。
夕
食
の
買
い
物
時
、

身
近
な
保
育
園
が
行
う
と
い
う

安
心
感
が
あ
り
、
保
護
者
は
そ

の
間
買
い
物
に
専
念
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
信
頼
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。

　

老
人
介
護
施
設
な
ど
に
も
出

掛
け
、
保
育
士
ら
職
員
と
園
児

が
高
齢
者
と
世
代
を
超
え
た
つ

な
が
り
を
深
め
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
園
児
に
は
い
た
わ
り
の

心
な
ど
を
学
ん
で
き
て
ほ
し
い

と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

佐
藤
園
長
は
「
地
域
へ
の
発

信
な
ど
運
営
の
見
え
る
化
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し

ま
す
。
同
時
に
10
年
先
を
見
越

し
て
組
織
改
編
な
ど
法
人
改
革

に
も
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。
保

育
士
も
細
か
く
職
位
を
設
け
、

目
標
を
明
確
化
し
職
員
の
や
り

が
い
を
引
き
出
す
こ
と
に
も
意

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

竹
内
会
長
は
地
域
と
手
を
携

え
た
積
極
的
な
取
り
組
み
と
先

を
見
越
し
た
法
人
改
革
に
一
層

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。

　

あ
の
新
生
活
幕
開
け
か
ら
早

１
カ
月
。
待
ち
焦
が
れ
た
か
の

よ
う
に
咲
き
誇
る
桜
は
そ
の
短

い
生
涯
を
終
え
、
坂
道
を
桜
色

に
染
め
た
。
街
ゆ
く
人
も
身
に

付
け
て
い
る
服
の
枚
数
が
日
に

日
に
少
な
く
な
る
。
街
も
人
も

次
の
季
節
に
移
ろ
ぐ
準
備
を
し

て
い
る
。

　

新
年
度
に
伴
い
、
望
も
う
と

望
む
ま
い
と
仕
事
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
変
化
し
た
人
は
多

い
。こ
の
１
カ
月
を
振
り
返
り
、

「
自
分
に
は
何
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
」
と
問
い
か
け
る
。
私
自

身
、何
も
分
か
ら
ず
歩
み
出
し
、

期
待
や
不
安
、
悦
楽
や
悲
嘆
、

い
ら
立
ち
や
自
己
嫌
悪
…
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
交
差
し
、
気
持

ち
ば
か
り
が
募
っ
て
思
う
よ
う

に
前
に
進
め
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
流
れ
て
い
る

時
間
だ
け
は
い
つ
も
ど
お
り
何

も
変
わ
ら
ず
そ
の
変
哲
の
な
い

１
秒
１
秒
を
刻
ん
で
い
る
。
私

た
ち
は
そ
の
時
間
と
同
じ
速
さ

で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
の
限
り
あ
る
時
間

の
中
で
、
今
で
き
る
こ
と
を
精

い
っ
ぱ
い
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
得
た
経

験
は
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
経

験
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
も
の
だ

と
し
て
も
そ
の「
小
さ
な
経
験
」

は
、
き
っ
と
他
人
の
経
験
よ
り

は
る
か
に
価
値
の
あ
る
も
の
で

あ
る
。

　

物
事
に
対
し
て
、
い
き
な
り

１
０
０
点
満
点
の
二
重
丸
を
た

た
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
小

さ
な
経
験
の
１
点
１
点
を
積
み

重
ね
、
無
理
す
る
こ
と
な
く
、

私
の
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
よ
う
。

周
囲
が
な
ん
と
言
お
う
と
私
は

私
で
あ
り
、
私
以
上
の
こ
と
は

私
に
は
で
き
な
い
の
だ
。
そ
う

思
う
と
少
し
だ
け
気
持
ち
が
軽

く
な
る
。

　
「
今
日
一
日
が
ん
ば
ろ
う
」

「
明
日
も
う
一
日
や
っ
て
み
よ

う
」
そ
れ
を
続
け
れ
ば
１
週
間

が
た
ち
、
１
カ
月
が
た
つ
。
そ

し
て
時
間
と
と
も
に
い
つ
の
間

に
か
自
然
と
仕
事
に
向
き
合
え

る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が

ら
、
目
の
前
の
大
型
連
休
で
新

年
度
か
ら
た
ま
っ
て
い
る
緊
張

と
疲
労
を
置
き
去
り
に
、
お
も

い
き
り
限
り
あ
る
時
間
を
満
喫

し
よ
う
。

（
三
青
）

ず～むず～む
20172017
Vol.Vol.1919

時
間
と
気
持
ち
と

芳香稚草園の吹き抜け部分芳香稚草園の吹き抜け部分

豊愛子どもの森「たけのこルーム」を見学。豊愛子どもの森「たけのこルーム」を見学。
保護者向けの書籍も用意されている保護者向けの書籍も用意されている

豊愛子どもの森「病後児専用保育室」豊愛子どもの森「病後児専用保育室」
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●県社会福祉協議会 （単位：円）
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県社会福祉協議会 5,398,000 成年後見制度普及促進事業他

●広域社会福祉団体 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県母子寡婦福祉連合会 400,000 関東地区母子寡婦福祉研修大会

新潟県手をつなぐ育成会 106,000 研修事業

新潟県保育連盟 300,000 保育所問題研究委員会

新潟県身体障害者団体連合会 640,000 新潟県障害者福祉大会他

新潟県老人クラブ連合会 200,000 リーフレットの作成

新潟県肢体不自由児者父母の会連合会 185,000 社会参加体験研修会等他

新潟県肢体不自由児協会 200,000 ふれ愛作品展他

新潟県保護司会連合会 300,000 保護司研修事業他

新潟県民生委員児童委員協議会 1,061,000 児童委員活動研修会他

新潟県ホームヘルパー協議会 300,000 現任ホームヘルパー研修

新潟県災害ボランティア調整会議 300,000 災害支援コーディネーター養成研修

新潟県精神障害者家族会連合会 300,000 精神保健福祉フォーラム

新潟いのちの電話 620,000 電話相談員養成の研修事業他

新潟県里親会 300,000 里親大会研修事業他

新潟市母子福祉連合会 144,000 母子連きらきらフェスタ2017

●広域社会福祉施設 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

介護予防・生活支援サービス事業所型施設　ゆきつばき 2,000,000 総合施設ゆきつばき改修工事

グループホームはまべの里 891,000 空調機の整備

角田の里 2,000,000 空気調和設備改修工事

いずみ苑 566,000 利用者用介護ベッドの整備

こぶし園 2,000,000 電動ベッド整備事業

すてっぷ 310,000 在庫保管用倉庫の整備

かしわハンズ 1,296,000 ドウコンディショナーの更新

金井デイサービスセンターしゃくなげの里 2,000,000 特殊浴槽の更新

大浦の里 2,000,000 ナースコール設備更新

放課後等デイサービスてるいんとこ 2,000,000 送迎用車両の整備

すずまり 2,000,000 送迎用車両の整備

ショートステイ岡南 1,062,000 送迎用車両の整備

守門の里 1,858,000 送迎用車両の整備

和久楽 2,000,000 送迎用車両の整備

きずなの会 998,000 授産物品運搬用車両の整備

ふれ愛しうんじ 2,000,000 送迎用車両の整備

コスモス活動所 2,000,000 送迎用車両の整備

ゆのさと園 2,000,000 送迎用車両の整備

関川村デイサービスセンター 2,000,000 送迎用車両の整備

●地域活動支援センター等 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

地域活動支援センター焙煎コーヒー温他21か所 3,400,000 研修・交流事業等

地域活動支援センター結屋 442,000 LED照明交換工事

地域活動支援センターしば草 70,000 洗濯機の整備

NPO法人　友の家 150,000 作業用テーブル等の整備

地域活動支援センターいしずえ 1,000,000 授産物品運搬用車両の整備

●ボランティア団体 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

メルヘンの窓 38,000 読み聞かせ事業の充実及び研修会

いろはにほん語教室 74,000 日本語教室

NPO法人　こどもセンターぽると 176,000 子どもシェルター事業

ボランティアサークルふぉうはぁと 200,000 多世代交流事業

音声訳　つわぶき会 268,000 音訳ボランティア拡大事業

NPO　かも小町 256,000 印刷物作成用コピー機の整備

NPO法人　骨髄バンク命のアサガオにいがた 130,000 案内リーフレット作成

NPO法人　ここスタ 300,000 不登校・ひきこもり支援者育成事業他

●地域活動支援団体 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

長岡市社会福祉協議会 100,000 福祉カフェ用備品の整備

太田地区社会福祉協議会 289,000 ふれあい食事サービス用備品の整備

西本成寺有志会 108,000 裁断機の整備

若者を応援する地域ネットワークの会ぶーば・にーば 313,000 就労支援事業用備品、事業費

●市町村社会福祉協議会地域活動用車両 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

長岡市社会福祉協議会他5か所 7,395,000 地域福祉活動車両の整備

●児童養護施設等就労支援事業 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

児童養護施設等に在籍する生徒 3,000,000 運転免許取得費

●安心・安全・地域の支え合い支援事業 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

社会福祉協議会、地域団体等 6,680,416 地域の防犯や見守り活動等

●市町村地域助成 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

30市町村社会福祉協議会、地域団体他 222,336,619 地域福祉推進事業

●地域歳末たすけあい 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

21市町村社会福祉協議会、施設等 80,869,164 年末年始の福祉推進事業等

●NHK歳末たすけあい 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

サポートセンター青りんご他14施設・団体 7,473,356 車両整備事業・難病支援他

●あったか雪募金 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

8市町村社会福祉協議会、ボランティア団体等 1,792,984 除雪ボランティア活動への支援等

●障害者支援施設移送用車両 
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

障害者支援施設　太陽の村 2,500,000 送迎用車両の整備

就労継続支援Ｂ型　ふれんどり～ミルはまなす 2,500,000 送迎用車両の整備

平成28年度共同募金配分公告平成28年度共同募金配分公告
　昨年10月から本年3月まで実施した共同募金の募金総額は467,481,539円となりました。改めて県民の皆様に感謝申し上げますとと
もに、社会福祉法第120条及び本会定款第47条の規定に基づき、次のとおり公告します。

平成29年3月31日　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　小田敏三

募金の部 （単位：円） 配分の部 （単位：円）
戸別募金 272,757,149

街頭募金 2,396,831

法人募金 60,702,389

学校募金 9,805,164

職域募金 13,488,192

イベント募金 1,829,118

その他の募金 16,367,192

地域歳末たすけあい募金 80,869,164

NHK歳末たすけあい募金 7,473,356

あったか雪募金 1,792,984

合　　　　　　計 467,481,539

県社会福祉協議会 5,398,000

県広域社会福祉団体 5,356,000

県広域社会福祉施設 30,981,000

地域活動支援センター等 5,062,000

社会福祉協議会地域活動用車両 7,395,000

ボランティア団体 1,442,000

地域活動支援団体 810,000

児童養護施設等就労支援事業 3,000,000

安心・安全・地域の支え合い事業 6,680,416

障害者支援施設移送用車両 5,000,000

災害準備金積立金 15,000,000

緊急災害配分金 1,500,000

共同募金運動推進費 67,385,000

市町村地域助成（市町村共同募金委員会） 222,336,619

地域歳末たすけあい募金（市町村社会福祉協議会等） 80,869,164

NHK歳末たすけあい募金（福祉施設・団体） 7,473,356

あったか雪募金助成 1,792,984

合　　　　　　計 467,481,539

Informat ion Red Feather
赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根

※ 詳細な事業内容については赤い羽根データベースはねっと
（http://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧ください。

●災害準備金積立金の総額 3,450,000円
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2017年3月11日～2017年4月10日福祉NEWS福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS
■新潟市と佐川が災害協定

　災害時での物資の輸送や高齢

者の見守りなどで協力を仰ごう

と、新潟市は3月 13日、運送

大手の佐川急便（京都市）と包

括連携協定を結んだ。新潟市が

運送会社と同協定を締結するの

は初めて。同社は昨年 3 月か

ら同様の協定を結んでおり、新

潟市は 9 例目。災害時の対応

を中心に、観光客へのサービス

の提供、自治体のPRなどにつ

いても協力をする。

■高齢者施設の虐待最多

　15 年度 408 件 死亡事例初報告

　厚生労働省は 3月 21日、特

別養護老人ホームなど介護施

設の職員による高齢者への虐

待が、2015 年度に 408件あっ

たと発表した。前年に比べ

108 件増え、過去最多を更新。

家族や親族による虐待は 237

件増の 1万 5976 件だった。

　新潟県は 10 件 29 人で前年

より 8 人増え過去最多となっ

た。一つの施設で多数の被害

が出るケースが目立つ。家族

からの虐待は508件520人で、

前年より 62 人減った。介護施

設職員による虐待の種類は拘

束などの身体的虐待が 19 人

（66%）で最も多く、暴言など

の心理的虐待が 7 人（24%）

と続いた。

■特養待機 30% 減、36 万人

　16 年厚労省調査

　厚生労働省は 3月 27日、特

別養護老人ホームの待機者が

昨年、全国で約 36万 6千人と

の調査結果を発表した。2013

年の前回調査の約52万 4千人

より 30% 減だった。介護費用

の膨張を背景に、15 年 4 月か

ら新規入所の条件が厳格化さ

れ、要介護 3 以上の中重度者

が原則となったことが主な原

因だ。見た目の待機者は大幅

に減った形だが、要介護 1、2

でも自宅で暮らすのが困難な

場合は入所できる特例がある

のに、こうした高齢者が門前

払いになっているとの指摘も

ある。

■特養入居　特例を通知

　比較的軽度な要介護 1、2 で

も認知症などの高齢者であれ

ば特別養護老人ホームに入居

できる特例を徹底するよう、

厚生労働省は各自治体に通知

した。2015 年からの入居要件

の厳格化で、資格があるのに

受け入れてもらえない高齢者

がいるとみられている。通知

では、入居を希望する高齢者

に制度を説明し、該当者の申

し込みを受け付けるよう求め

ている。

■「給付型奨学金」6月支給開始へ

　改正法が成立

　返す必要のない「給付型奨

学金」を新たに設ける改正日

本学生支援機構法が 3 月 31

日、参院本会議で全会一致で

可決、成立した。2017 年度は、

特に負担の重い学生ら約 2800

人を先行実施。4 月に申請を受

付、6月に支給開始の見通しだ。

18 年度から本格導入し、条件

により月 2 万～ 4 万円を給付

する。所得の少ない住民税非

課税世帯の大学等に通う学生

らが対象で、国の方針に沿っ

て各高校が推薦する。高卒認

定試験に優秀な成績で合格し

た人も対象となる。

日付 寄付者 寄付・寄贈

平成29年１月16日
公益社団法人生命保険ファイナ
ンシャルアドバイザー協会新潟
県協会

100,000円
タオル等57枚

平成29年２月 6日 公孫会 50,000円
平成29年２月28日 ㈱国際資源リサイクルセンター 5,122円
平成29年３月 3日 匿名 700,000円

平成29年２月27日
第23回「鉄道の日」
北陸信越地方実行委員会

128,010円

寄付ありがとうございました寄付ありがとうございました （敬称略）（敬称略）
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※都合により日程・研修内容、申込開始日、申込締切日等変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※各研修会は新潟県社会福祉協議会ホームページからお申し込みください。（http://www.fukushiniigata.or.jp/）

平成29年度　社会福祉関係職員研修実施計画表平成29年度　社会福祉関係職員研修実施計画表

区　　分 研　修　名 受講対象者 実施予定日・会場 予定定員
（人）

新任職員研修

福祉行政新任職員研修 在職1年未満の県・市町村職員 　平成29年5月17日（水）・18日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 40

社会福祉施設新任職員研修 職務経験2年未満の施設新任職員

［第1回］
　平成29年6月1日（木）・2日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

［第2回］
　平成29年6月15日（木）・16日（金）《燕三条地場産業振興センター》 90

［第3回］
　平成29年6月29日（木）・30日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

［第4回］
　平成29年7月13日（木）・14日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

中堅職員研修 社会福祉施設中堅職員研修 職務経験2年以上で主任、係長の
職にない中堅職員

［第1回］
　平成29年6月21日（水）・22日（木）《燕三条地場産業振興センター》 110

［第2回］
　平成29年7月5日（水）・6日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 110

［第3回］
　平成29年7月26日（水）・27日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 110

指導監督員研修 社会福祉施設指導的職員研修 主任、係長、事務長の役職にあ
る職員

［第1回］
　平成29年6月12日（月）・13日（火）《燕三条地場産業振興センター》 70

［第2回］
　平成29年7月10日（月）・11日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 70

［第3回］
　平成29年7月24日（月）・25日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 70

運営管理者研修 社会福祉施設運営管理者研修 理事長、施設長等の運営管理者 　平成29年8月8日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 100

キャリアパス対応
生涯研修課程

初任者コース 職務経験3年以下の新任職員
［第1回］
　平成29年8月17日（木）･18日（金）《燕三条地場産業振興センター》 60

［第2回］
　平成29年9月28日（木）･29日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 60

中堅職員コース 職務経験概ね4年以上で主任、係
長に就いていない中堅職員

［第1回］
　平成29年9月14日（木）･15日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 60

［第2回］
　平成29年10月26日（木）･27日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 60

［第3回］
　平成29年11月29日（水）･30日（木）《燕三条地場産業振興センター》 60

チームリーダーコース 主任、係長に就いている職員又
はそれに該当する指導的職員

［第1回］
　平成29年10月19日（木）・20日（金）《燕三条地場産業振興センター》 60

［第2回］
　平成29年11月15日（水）・16日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 60

管理者コース 施設長・事務局長等の役職にある
職員、又はそれに該当する管理者 　平成29年8月30日（水）・31日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 50

テーマ別研修

接遇研修
〔初任者コース〕 職務経験2年未満の新任職員

［第1回］
　平成29年6月6日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 70

［第2回］
　平成29年6月27日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 70

接遇研修
〔リーダーコース〕 職務経験5年以上の指導的職員

［第1回］
　平成29年6月8日（木）《燕三条地場産業振興センター》 70

［第2回］
　平成29年6月19日（月）《新潟ユニゾンプラザ》 70

［第3回］
　平成29年7月3日（月）《新潟ユニゾンプラザ》 70

職場研修担当職員研修
［前期コース］ 職場研修担当者 　平成29年7月31日（月）・8月1日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 90

職場研修担当職員研修
［後期コース］ 職場研修担当者 　平成29年8月28日（月）・29日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 90

事務職員研修 福祉関係事務職員 　平成29年8月22日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 80
アクティビティ・ケア研修 福祉関係職員 　平成29年9月8日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

気づく力研修 職務経験概ね4年以上で主任、係
長に就いていない中堅職員

［第1回］
　平成29年8月2日（水）《新潟ユニゾンプラザ》 120

［第2回］
　平成29年8月25日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

認知症ケア・対応研修 福祉関係職員
［第1回］
　平成29年9月1日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 120

［第2回］
　平成29年11月9日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 120

コミュニケーションスキルアップ研修
〔初任者コース〕 職務経験2年未満の新任職員 　平成29年9月5日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 120

コミュニケーションスキルアップ研修
〔リーダーコース〕 職務経験10年以上の指導的職員 　平成29年9月12日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 120

メンタルヘルス研修 福祉関係職員 　平成29年9月19日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 120
コーチング研修 福祉関係職員 　平成29年11月1日（水）《新潟ユニゾンプラザ》 120

モチベーションアップ研修 福祉関係職員
［第1回］
　平成29年12月11日（月）《新潟ユニゾンプラザ》 100

［第2回］
　平成29年12月12日（火）《燕三条地場産業振興センター》 100

看取りケア研修 福祉関係職員 　平成29年12月14日（木）《新潟ユニゾンプラザ》 120
虐待防止・対策研修 福祉関係職員 　平成29年12月19日（火）《新潟ユニゾンプラザ》 120
口腔ケア研修 福祉関係職員 　平成29年11月20日（月）《新潟ユニゾンプラザ》 120
伝える力研修 福祉関係職員 　平成29年10月18日（水）《新潟ユニゾンプラザ》 120
会議運営スキル研修 福祉関係職員 　平成29年10月13日（金）《新潟ユニゾンプラザ》 100
記録の書き方研修 福祉関係職員 　平成29年10月11日（水）《新潟ユニゾンプラザ》 80

【お問い合わせ】新潟県社会福祉協議会 新潟県社会福祉研修センター　TEL：025-281-5524
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お
い
し
さ
詰
ま
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
と
無
添
加
ジ
ャ
ム

　

毎
週
木
曜
日
に
「
ミ
ル
特
製

コ
ロ
ッ
ケ
」
を
常
時
２
種
類
販

売
し
て
い
ま
す
。
サ
ク
サ
ク
の

衣
、
大
き
め
で
中
身
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
手
作
り
コ
ロ
ッ
ケ

で
、
価
格
は
１
個
80
円
で
す
。

　

肉
じ
ゃ
が
麩
や
カ
レ
ー
味
を

は
じ
め
、
季
節
な
ど
を
考
え
て

毎
週
平
均
３
０
０
個
ほ
ど
を

作
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
カ

レ
ー
味
は
独
自
の
工
夫
に
よ

り
、
カ
レ
ー
の
風
味
が
際
立
ち

ま
す
。

　

販
売
は
、
基
本
的
に
近
隣
の

企
業
や
行
政
、
教
育
関
係
な
ど

か
ら
注
文
を
受
け
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
柿
崎
区
の
「
一
の

市
」
や
上
越
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
購
入

を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
注

文
し
て
く
だ
さ

い
。
コ
ロ
ッ
ケ

は
当
日
揚
げ
る

作
業
を
含
め
２

日
間
か
け
、６
、

７
人
の
利
用
者

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
様
に
ジ
ャ
ム
も
手

作
り
し
て
い
ま
す
。
甘
さ
控
え

め
で
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、
レ
モ

ン
果
汁
の
み
の
無
添
加
で
す
。

完
熟
梅
ジ
ャ
ム
（
４
０
０
円
）

や
い
ち
ご
ジ
ャ
ム（
５
０
０
円
）

を
メ
イ
ン
に
、
今
年
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
や
イ
チ
ジ
ク
に
も
挑
む

計
画
で
す
。
極
力
自
分
た
ち
の

農
場
で
育
て
た
無
農
薬
の
素
材

を
使
い
、
安
心
・
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
作
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
面
の
対
策
も
徹
底
し
、

販
売
を
始
め
て
２
年
半
、
ジ
ャ

ム
の
首
都
圏
な
ど
へ
の
販
路
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
度
は

①
ジ
ャ
ム
工
房
の
新
設
②
贈
答

用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
考
案
③
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
使
っ
た
広
報
活
動
―
に

も
力
を
入
れ
る
そ
う
で
す
。

福祉の店

味わい散歩味わい散歩

ふ
れ
ん
ど
り
〜
ミ
ル
は
ま
な
す

社
会
福
祉
法
人
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
上
越
市
柿
崎
区
柿
崎
６
４
０
４
）

◇
９
時
〜
16
時

◇
土
・
日
・
祝
日
休
み

◇
☎
０
２
５
（
５
３
６
）
６
２
０
０

88

柿
崎
交
番
●

柿
崎
交
番
●

★

←至上越 至柏崎→

●頸北消防署

地区公民館●
柿崎区総合事務所● 柿崎病院

●

北陸自動車道

柿崎駅

ふれんどり～ミルはまなすふれんどり～ミルはまなす

↓至吉川

旭町交差点

柿崎中央海岸

柿崎I.C

　

｢

児
童
福
祉
週
間｣

（
５
月
５

日
〜
11
日
）が
や
っ
て
き
ま
す
。

29
年
度
の
標
語
は｢

で
き
る
こ

と　

た
く
さ
ん
あ
る
よ　

き
み

の
て
に｣

（
香
川
県
の
三
谷
蕗

唯
さ
ん
・
８
歳
）
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
で
豊

か
な
愛
情
に
包
ま
れ
、
夢
と
希

望
を
持
ち
、
未
来
の
担
い
手
と

し
て
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く

育
つ
こ
と
を
願
い
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

運
動
の
柱
は
例
年
通
り
①
児

童
福
祉
の
理
念
の
普
及
②
家
庭

に
お
け
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
促

進
③
地
域
に
お
け
る
児
童
健
全

育
成
活
動
の
促
進
④
児
童
虐
待

へ
の
適
切
な
対
応
⑤
母
と
子
の

健
康
づ
く
り
の
推
進
⑥
多
様
化

す
る
保
育
需
要
等
へ
の
対
応
⑦

障
害
の
あ
る
子
ど
も
等
に
対
す

る
理
解
の
促
進
―
の
７
項
目
で

す
。

で
き
る
こ
と

で
き
る
こ
と　　
た
く
さ
ん
あ
る
よ

た
く
さ
ん
あ
る
よ　　
き
み
の
て
に

き
み
の
て
に

５
日
か
ら

５
日
か
ら
1111
日
ま
で「
児
童
福
祉
週
間
」

日
ま
で「
児
童
福
祉
週
間
」
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魚
沼
市
は
平
成
16
年
11
月
１

日
、
北
魚
沼
郡
内
６
町
村
が
合

併
し
て
誕
生
、
併
せ
て
社
会
福

祉
協
議
会
も
合
併
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
も
一

つ
に
ま
と
ま
り
、
「
魚
沼
市
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
主
任
児
童
委
員
９
人

を
含
め
、
１
２
２
人
が
魚
沼
市

福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
魚
沼
市
も
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
波
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
住
民
１
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
少

な
い
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
自
殺
率

の
高
さ
で
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
以
下
、
小
出
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
（
小
出
地
区

民
児
協
）
で
の
活
動
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。

１　
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
小
出
地
区
民
児
協
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
を
つ
く

り
、
訪
問
先
と
相
談
し
な
が
ら

年
間
計
画
を
立
て
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
訪
問

先
は
、
知
的
障
が
い
者
福
祉
施

設
「
や
い
ろ
の
里
」
と
「
魚
沼

学
園
」
で
、
両
施
設
で
は
主
に

花
壇
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
や
い
ろ
の
里
」
で
は
、

一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
も
参
加
し
、
利
用
者
と
一
緒

に
和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
休
憩
時
間
に

は
会
話
も
弾
む
な
ど
、
利
用
者

も
外
部
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

２　
高
齢
者
の
見
守
り

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増

加
、
特
に
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
は
大
切
で
す
。

　

見
守
り
活
動
の
一
環
と
し

て
、
市
福
祉
課
や
社
協
の
事
業

に
協
力
し
、
お
む
つ
券
の
配
布

や
年
末
に
は
、
お
せ
ち
弁
当
の

希
望
の
取
り
ま
と
め
及
び
配
達

な
ど
の
ほ
か
、
１
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
住
居
位
置
な
ど
の
情
報

を
記
入
す
る
「
福
祉
マ
ッ
プ
」

の
作
成
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

３　
学
校
訪
問

　
児
童
部
会
と
し
て
、
委
員
全

員
で
小
学
校
と
中
学
校
へ
の
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
参
観
後
の
先
生
方
と
の

懇
談
会
で
は
、
学
校
内
や
地
域

で
の
様
子
な
ど
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

夏
休
み
に
は
学
童
保
育
施
設
を

訪
ね
て
、
笹
団
子
作
り
や
手
品

な
ど
を
し
て
、
児
童
と
一
緒
に

過
ご
す
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。４　

研
修

　

独
自
の
委
員
研
修
と
し
て
、

救
急
救
命
研
修
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
の
ほ

か
、
国
会
議
事
堂
の
見
学
や
、

他
の
民
児
協
と
共
催
し
て
の

「
社
会
研
修
」
で
自
衛
隊
高
田

駐
屯
地
や
新
潟
刑
務
所
な
ど
を

見
学
し
、
自
己
研
さ
ん
に
努
め

て
い
ま
す
。

魚
沼
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　
櫻
井　
勲

“こんにちは”民生委員・児童委員です
～民生委員制度創設100周年を迎えて～
Vol.5 地域ぐるみで活動　魚沼市小出地区

福
祉
施
設
で
は
一
緒
に
花
壇
づ
く
り

福祉施設で楽しく花壇づくり

花壇づくり後は一緒に記念撮影
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佐
渡
に
二
ツ
岩
大
明
神
と
い
う
立
派
な
祠ほ

こ
ら

が

あ
り
ま
す
。
祀ま

つ

っ
て
あ
る
も
の
は
巨
大
な
岩
で

す
。
岩
に
は
、
小
動
物
が
入
れ
る
ほ
ど
の
隙
間

が
あ
り
ま
す
。
立
て
看
板
に
は
こ
う
書
い
て
あ

り
ま
す
。「
古
い
昔
、
山
中
に
団
三
郎
と
い
う

老
狸た

ぬ
き

が
住
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。（
中
略
）

佐
渡
狸
の
頭
領
と
い
わ
れ
て
島
内
に
百
以
上
の

部
下
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
（
以
下
略
）」。
そ

う
、
団
三
郎
は
狸
で
、
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

昔
は
佐
渡
に
は
狸
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
金
の
精
製
の
た
め
の
ふ
い
ご
の
皮
が
い
る

の
で
雌
雄
の
狸
を
た
く
さ
ん
放
し
て
か
ら
増
え

た
と
言
い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、
小
千
谷
市

の
真ま

っ
と人

に
、
い
た
ず
ら
な
ム
ジ
ナ
が
お
り
、
退

治
し
よ
う
と
ム
ジ
ナ
の
穴
を
い
ぶ
し
た
と
こ

ろ
、
さ
ら
に
穴
を
掘
っ
て
佐
渡
ま
で
逃
げ
た
と

い
い
ま
す
。
真
人
で
は
真
人
か
ら
逃
げ
た
狸
が

団
三
郎
に
な
っ
た
の
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
田
上
町
に
は
団
九
郎
と
い
う
狸
が
お
り
、

必
要
な
時
に
膳
椀わ

ん

を
貸
し
て
く
れ
た
の
だ
け
れ

ど
も
、
き
ち
ん
と
返
さ
な
い
人
が
い
た
た
め
に

貸
し
出
し
を
や
め
た
と
か
。
そ
ん
な
話
も
あ
り

ま
す
。
さ
て
、
佐
渡
金
山
に
は
「
や
わ
ら
ぎ
」

と
い
う
神
事
芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
鉱
山

を
掘
る
時
に
、
す
こ
し
で
も
岩
が
柔
ら
か
く
な

る
よ
う
に
祈
る
芸
能
だ
そ
う
で
す
。
金
山
と
狸

の
関
係
を
考
え
る
と
、ふ
い
ご
に
さ
れ
る
た
め
、

た
く
さ
ん
の
狸
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
命
が
祟た

た

れ
ば
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

金
山
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
狸

を
祀
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

う
考
え
る
と
や
わ
ら
ぎ
の
不
思
議
な
面
は
、
…

狸
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
文
・
絵　
高
橋　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

新潟ユニゾンプラザ 情  報 貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール・会議室・研修室など用途や規模に
あわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　�ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【介護実習室】

【大研修室】
［定員］　198名
［広さ］　367㎡
　200 インチの大型
電動スクリーンを設置
しております。
　研修会や上映会等な
ど多岐にわたり大画面
ならではの迫力ある映
像が映写できます。

の

新
潟

妖
怪

　介護用ベッド、車椅子、ポー
タブルトイレ、リフト等、介
護実習に必要な備品を各種備
えています。
　介護の実習や研修会にぜひ
ご利用ください。

［広さ］101㎡
（�実習用ベッド
４台配置）

二
ツ
岩
団
三
郎
　
　
神
と
祀
ら
れ
た
佐
渡
狸
の
頭
領
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二
〇
一
〇
年
に
燕
市
で
法
人
設

立
後
、
新
潟
市
中
央
区
で
「
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
き
ず
な
」
を
立

ち
上
げ
ち
ょ
う
ど
６
年
に
な
り
ま

す
。
同
じ
建
物
内
に
、
４
月
か
ら

は
障
が
い
児
・
者
の
た
め
の
「
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
声
を
拾
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
潤
滑
油
に
な

れ
る
よ
う
日
々
ま
い
進
し
て
い
ま

す
。

　
５
年
前
か
ら
は
、「
声
な
き
声
を

形
に
す
る
お
手
伝
い
が
何
か
で
き

な
い
か
」
と
、
成
年
後
見
人
を
受

任
し
て
い
ま
す
。
法
定
、
任
意
合

わ
せ
て
３
人
の
権
利
を
守
り
な
が

ら
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
対
象
者
だ
け
で
は
な
く
、
取
り

巻
く
人
も
含
め
て
生
活
を
支
え
る

環
境
を
整
え
、
質
を
高
め
て
行
か

な
く
て
は
」
と
言
い
ま
す
。

　
そ
し
て
専
門
学
校
で
心
理
学
を
教

え
る
ほ
か
、
保
護
司
も
務
め
、
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。「
新
し

い
出
会
い
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、

仕
事
な
ど
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と

の
食
事
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な

が
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
の
こ

と
で
す
。
で
も
、
何
よ
り
も
「
ニ
ャ

ン
コ
の
の
ん
の
（
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
）
が

い
れ
ば
」。
こ
の
と
き
は
目
尻
が
下

が
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。

　
法
人
を
設
立
し
た
共
同
経
営
者
の

「
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
役
割
を
担

い
、
地
域
の
杖
に
な
れ
」
と
の
言
葉

に
背
中
を
押
さ
れ
、
父
親
を
病
院
で

看
取
っ
た
30
歳
に
社
会
福
祉
士
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
転
機
と
な
り
、

在
宅
介
護
・
看
取
り
へ
心
が
傾
き
、

４
年
後
の
「
き
ず
な
」
開
設
へ
と
結

び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
、
指
先

ま
で
心
通
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
会
社
名
も
そ
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
と

き
に
苦
し
ん
で
も
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
た
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
を
見
た
と

き
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
法
人

代
表
者
の
顔
も
見
せ
る
、
信
頼
と
き

ず
な
を
大
切
に
す
る
主
任
介
護
支
援

専
門
員
で
す
。

No.20

指先まで心通えるサービス目指す

「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
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い

新潟ユニゾンプラザ
ライブラリー
NEWS

イ
ラ
イ
ラ
と
う
ま
く
付
き
合
う
介
護
職
に
な
る
！

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
す
す
め

【
内
容
】

　
対
人
援
助
職
で
あ
る
介
護
職

は
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
ス

タ
ッ
フ
間
の
人
間
関
係
な
ど
も

原
因
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
を
も
ち
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
怒
り

の
感
情
を
抱
い
て
い
る
と
、
仕

事
に
影
響
し
、
利
用
者
へ
の
介

護
が
適
切
で
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
介
護

職
に
は
感
情
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
本
書
で
は
、
仕
事
の
ス
ト
レ

ス
や
怒
り
の
感
情
と
上
手
に
向

き
合
い
、
介
護
の
現
場
で
“
怒

り
”
に
振
り
回
さ
れ
な
い
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

問い合わせ 新潟県社会福祉協議会　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎025－281－5514
―紹介した資料のほか、福祉や女性に関する図書やＤＶＤの貸出をしています―
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ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　�

怒
り
の
感
情
や
い
ら
だ
ち
を
上

手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

の
心
理
教
育
。
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